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生第 345 号の１）をいただいた。調査は、2016 年
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③TS を用いた間接測量作業 ④MALA 社 ProEx（250MHz）を用いた GPR 作業の様子
























探査区（RA・RB・RC）設定。RA 区の GPR 探査。
【3.22】測量作業。墳丘南側・東側の周溝部分を測量。





量完了。GPR 探査区（RF）設定。RD・RE 区の GPR 探査。
GPR 探査区の杭座標を測量。


















































　W1-3 の GNSS 観測成果を踏まえて、測量のための
墳丘基準点を設けるため、トラバース測量を行った。





向－ 0.013m、Y 方向－ 0.007m の誤差が生じ、距離
に応じた補正を行った。
　以上のトラバース作業の後に、千葉県管理の水準
点 MA-8（松尾町山室 333-1 観音寺、標高 21.333m）
より W1 まで往復の原点移動を行った。往復の誤差



















































































































































































































































点名 X Y Z 点名 X Y Z
W1 -37284.742 53136.357 31.644 K17 -37337.338 53224.061 37.913
W2 -37294.969 53121.369 33.243 K18 -37333.863 53217.531 37.303
W3 -37304.899 53106.268 34.654 K19 -37343.231 53231.837 37.128
W4 -37298.904 53204.536 35.704 K20 -37352.709 53232.757 35.037
W5 -37302.297 53231.809 39.484 K21 -37315.986 53211.834 35.467
W6/NT65 -37310.678 53239.013 43.380 K22 -37371.831 53257.070 35.481
W7 -37303.292 53248.300 39.659 K23 -37299.471 53270.859 35.061
W8 -37315.385 53259.148 39.558 R1 -37349.520 53248.092 －
W9/NT66 -37325.122 53246.222 43.657 R2 -37350.769 53238.176 －
W10 -37333.040 53259.808 38.247 R3 -37340.132 53247.228 －
W11 -37352.372 53255.505 34.549 R4 -37341.259 53237.294 －
W12 -37339.898 53239.314 38.907 R5 -37356.728 53238.740 －
W13 -37330.398 53229.596 39.102 R6 -37355.034 53251.630 －
W14 -37317.739 53234.074 43.742 R7 -37339.771 53250.217 －
W15 -37316.620 53224.226 39.731 R8 -37341.267 53237.291 －
W16 -37306.518 53200.980 35.631 R9 -37334.777 53260.054 －
DS1 -37298.124 53185.241 33.405 R10 -37325.748 53264.447 －
DS2 -37377.587 53260.394 35.813 R11 -37323.761 53260.045 －
DS3 -37294.791 53277.128 35.830 R12 -37332.772 53255.768 －
K1 -37316.728 53246.199 44.051 R13 -37316.590 53232.290 －
K2 -37314.239 53266.146 37.430 R14 -37309.287 53234.000 －
K3 -37327.187 53275.092 35.060 R15 -37297.877 53185.290 －
K4 -37334.596 53249.707 39.829 R16 -37305.180 53183.580 －
K5 -37344.118 53242.063 37.717 R17 -37336.126 53223.756 －
K6 -37354.721 53248.604 34.635 R18 -37324.900 53246.111 －
K7 -37341.350 53252.445 37.603 R19 -37318.644 53242.970 －
K8 -37337.586 53267.354 34.993 R20 -37329.870 53220.615 －
K9 -37325.222 53263.419 38.219 R21 -37374.502 53255.657 －
K10 -37300.793 53252.189 38.765 R22 -37326.095 53242.617 －
K11 -37294.823 53257.421 36.021 R23 -37325.054 53246.480 －
K12 -37298.686 53237.834 39.048 R24 -37373.462 53259.520 －
K13 -37288.329 53233.762 35.055 R25 -37300.164 53277.740 －
K14 -37303.189 53221.676 37.064 R26 -37328.157 53249.200 －
K15 -37295.814 53220.111 35.085 R27 -37325.301 53246.399 －




























































































































































　さて、取得した 83,856 点の座標は、Excel から
CSV に変換し、ArcGIS にインポートする。点群を
JGD2000 の座標系に表示した後、TIN － DEM（20cm
メッシュ）－等高線（10cm 間隔）を描いたのが図５、































コ ー ス が 所 有 す る MALA 社 製 ProEX の 250MHz・
500MHz アンテナである。RA-RE 区は 250MHz、RF













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【RB 区】墳丘東側テラス、10m × 5m、埋葬施設の検出。
　地表下約 20-30ns 付近から 90ns にかけて、やや強





【RC 区】墳丘西側墳頂～西側周溝、50m × 7.5m、周
溝・墳裾・テラスの検出。



























【RE 区 】 墳 丘 南 側 墳 頂 ～ 墳 丘 南 東 側 周 溝、4m ×
50m、周溝・墳裾・テラスの検出。










【RF 区】墳丘上段南西側の撹乱、25m × 7m、撹乱部
分の確認。
　強い反応は散見されるが大規模で明確な形をもつも



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































B 区 :250MHz アンテナ使用
　　 y 方向走査
　　 Profile040(y=3.0m)
A 区 :250MHz アンテナ使用
　　 Profile025(y=12.0m)
     Profile076(x=4.0m)
     Profile080(x=6.0m)





































































下から（1）:1:3 で、基本単位は 6.25m である、⑥こ
の時期の 1 尺を 0.231m とすると、27 尺、4.5 歩に
なる。⑦後円部の半径は基本単位の 16 倍。テラス幅
は基本単位に一致する。⑧後円部の斜面の傾斜は、高









を 1 とした時に、後円部半径は 15 倍の 90 歩、外側
から 2:1:2:1:6:3 の比率となる。各段の高さは、下か
ら 1:1:3（５歩：５歩：15 歩）、傾斜は 6 歩に対して
2.5 歩上がる 1:2.4 の比率となる。④墳丘長の設計値




端から 2:1:2:1:4:2 の計 12 単位。各段の高さが下から
1:1:2（6 歩：６歩：12 歩）、傾斜は 7.5 歩に対して
３歩上がる 1:2.5。すなわち、傾斜は後円部よりも緩い。






















































































































「歩」の尺長調整（令大尺 0.35m ×５尺＝ 1.75m ≒













































テキストで出力、CSV に整えてから再度 ArcGIS に、
X=Y、Y=Z で読み込んで側面観を作成した。最後に、
図９上の平面図を参照しながら木材の集積などの空白





















た。なお、沼澤が下段高を 4m とするのは、1991 年
の測量の高さ 9.1m という結果に基づくと思われる。
今回の測量図で見ても墳頂には 44.5m、周溝底面に























































2000a の論文で、南北 67m・東西 63m の数値を導
きだし、墳丘北側裾部の土の流出状況を踏まえて、東
西 63 ｍの直径を採用した（沼澤 2000a）。今回の調
査測量図でも、図９上のように 63m の円弧を描くと、
測量図の墳裾ライン（10cm 等高線 +20cmSlope によっ
て極めてクリアに判別できる）にほぼ一致する。沼澤





















































































































































図は直径 63m、下図は直径 61.65m の円弧を作出し、
12 等分値の円弧を赤で、24 等分値で各段に対応する
ものは青で描出した。測量図は今回の 10cm 等高線

















で あ る。 ３ 歩 な ら 4.122m、3.25 歩 な ら 4.466m、
3.5 歩なら 4.809m、3.75 歩なら 5.153m、４歩なら






×５尺＝ 1.75m になる。1.75m ×３歩＝ 5.25m で、
基本単位は３歩に一致する。一方、沼澤 2000a と本





の平坦面の円弧の比率－９歩：18 歩： 36 歩、平面形
































































































ことになった。沼澤 2000b の P21 第２表のランキン
グに基づけば、山室姫塚古墳の直径 63m に近似する
直径は、42 歩（252 尺・57.54m）、45 歩（270 尺・
61.65m）、48 歩（288 尺・65.76m） で あ り、 そ の
中のどれかを採用しなければ、理論が成立しないこ
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　澤 2000a）P12 第 16 図の円弧、P47 第 42 図の断面図、お
　よび（沼澤 2000b）の P18 第 17 図の円弧をジオリファレ
　ンス機能で合成して城倉作成。
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